
～熊本県内の放課後子供教室及び学校支援活動等の多様な地域学校協働活動に関わる皆さまへ～ 

 

 

 

 

 

  

 

 

令和６年度は、１４チーム・７３名のボランティア登録があり、 

５４回・６８人を派遣しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

市町村の担当者や地域学校協働活動推進員の方から、下記へ申込みください。 

問い合わせ・申込先は、熊本県教育庁市町村教育局社会教育課  担当：佐藤祐樹 

電話：096-333-2698 メール：sato-y-d@pref.kumamoto.lg.jp                           

詳しくは、ホームページにアクセス！ 

https://www.pref.kumamoto.jp/site/kyouiku/list186-582.html （体験活動ボランティア派遣事業） 

「テアトロあまくさ朗読チーム」 

によるコミュニケーションゲーム 

 

体験は子供を

豊かに、そして

…、たくましく

する！！ 

熊本県教育委員会では、子供たちに豊かな体験活動を提供してくださる大学生、企業、地域の皆様によるボランティアチーム

を編成し、県内の小・中・義務教育学校において、体験活動や交流活動を行っています。 

（体験活動の例）絵画、工作、実験、音楽、演劇、落語、手品、英会話、スポーツ、料理、読み聞かせ、そろばん、野外活動など 

「つばなれの会」 

による落語 
「おもしろ不思議な科学あそび 

と工作」による科学実験 

大学生チーム「けんだいせい」 

とのレクレーション 

【活用した方々の感想】 

・「空気鉄砲」、「アルソミトラ飛行機」など児童が興味・関心を持つプログラムで、難易度

も高くなく、小学１年生から３年生が十分に学べる体験だった。 

・短めの小噺と落語をしていただいたが、園児や低学年の子供たちでも飽きることなく

参加できた。落語独特の扇子や手ぬぐいを使った動作や巧みな表現で、どんどん話

に引き込まれ、笑い声があふれる楽しい体験となった。 

・大学生のお兄さんやお姉さんと一緒に活動出来る機会はなかなかないので、子供た

ちは、活動の時間全体を通してとても楽しそうに活動していた。 

・コミュニケーションゲームでは、だるまさんが転んだをアレンジした遊びや、２人組で

机やいすを表現する遊びなどで楽しく体を動かした。「もっと遊びたかった。」「楽しか

った。また来てほしい。」など、活動に満足した様子がうかがえた。 


